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お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2025・6・1

　

ま
る
さ
ん
か
く
し
か
く
。
向
か
っ
て
右

か
ら
左
に
〇
△
□
が
並
ぶ
。
お
互
い
に

少
し
手
を
つ
な
い
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

シ
ン
プ
ル
な
図
形
を
単
純
に
配
置
し
た

だ
け
だ
が
、
単
純
に
し
て
難
解
、
意
味

深
長
で
あ
る
。
考
え
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り

だ
。
日
本
最
古
の
禅
寺
で
あ
る
聖
福
寺（
福
岡
市
）

の
住
職
・
仙
厓
義
梵
が
１
８
１
９
年
か
ら
１
８

２
８
年
ご
ろ
に
描
い
た
禅
画
で
「
大
宇
宙
」
と

も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
現
在

は
出
光
美
術
館
所
蔵
で
あ
る
。

　

旅
行
情
報
誌
に
温
泉
宿
「
△

□
〇
」
の
看
板
が
あ
っ
た
。「
は
じ
め
三
角
、
つ

ぎ
四
角
、
ま
あ
る
く
な
っ
て
、
み
ん
な
円
満
」

と
添
え
書
き
。
一
つ
の
湯
に
つ
か
れ
ば
皆
友
だ

ち
だ
。
昔
々
、
京
都
の
禅
寺
で
聞
い
た
「
こ
の

世
の
中
は
す
べ
て
〇
△
□
で
あ
ら
わ
せ
る
」
と

い
う
雲
水
の
講
釈
。
地
は
「
□
」、
水
は
「
〇
」、

火
は
「
△
」
を
表
し
、「
命
」
と
い
う
字
は
△
の

下
に
〇
と
□
か
ら
で
き
て
い
る
と
教
わ
っ
た
。

仏
教
で
は
宇
宙
は
「
地
水
火
風
空
」
の
５
要
素

か
ら
で
き
て
い
る
と
説
く
。

　

急
転
直
下
、競
馬
新
聞
の
予
想
表
へ
。
◎
は「
本

命
馬
」、
〇
は
「
そ
の
対
抗
馬
で
２
番
手
」、
▲

は
「
穴
場
、
高
配
当
狙
い
」
と
か
、
単
純
明
快
だ
。

一
方
、
子
ど
も
に
と
っ
て
苦
手
な
も
の
は
通
知

表
。
◎
〇
△
と
３
段
階
の
学
習
評
価
が
行
わ
れ

て
い
る
通
知
表
が
廃
止
さ
れ
る
岐
阜
県
美
濃
市

立
小
学
校
の
１
、
２
年
生
た
ち
。「
自
信
や
意
欲

を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」
の
が
狙
い
と
は

正
解
だ
。
保
護
者
と
の
個
別
懇
談

で
学
習
や
生
活
状
況
を
伝
え
る
教

師
の
負
担
も
増
え
る
が
、
こ
れ
は

国
家
の
問
題
で
も
あ
る
。
大
人
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
の
潜
在
能
力
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
る
現
在

に
一
石
を
投
じ
た
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

長
年
、
直
感
的
に
◎
〇
△
で
人
や
物
事
を
評

価
し
て
き
た
が
意
外
に
収
ま
る
。
〇
△
□
は
使

い
や
す
く
シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ
・
ベ
ス
ト
だ
。
参

院
選
は
７
月
20
日
投
開
票
が
有
力
視
さ
れ
、
立

候
補
者
が
出
そ
ろ
っ
た
。
◎
〇
△
×
で
予
想
し

て
み
た
い
。

晴耕雨読

世
の
中
は
〇
△
□

〇
△
□

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 6月

5日  ゲスト：伊野達亮さん、松本忠基さん
　　　 「障がい者雇用促進のために」
 （キャスター：小野元裕社長）

12日  ゲスト：木下睦子さん、富榮スワンソンさん
　　　 「TikTok の可能性」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

19日  新刊案内
　　　 「歩くという哲学」
 （キャスター：小野元裕社長）

26日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
心
か
ら
楽
し
め
る
祭
り

　

祭
り
会
場
は
例
年

通
り
、
近
鉄
布
施
駅

か
ら
八
戸
ノ
里
駅
ま

で
の
北
側
道
路
を
歩

行
者
天
国
に
し
、
多

く
の
露
店
が
軒
を
連
ね
、

飲
食
、
雑
貨
、
と
れ
た
て

野
菜
、
改
良
メ
ダ
カ
専
門

店
か
ら
、
製
造
業
や
献
血

ブ
ー
ス
等
も
あ
り
、
来
場

者
は
思
い
思
い
に
立
ち

寄
っ
て
出
店
者
と
ふ
れ
あ

う
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　

河
内
小
阪
駅
付
近
か
ら

布
施
駅
に
か
け
て
、
41
も

の
団
体
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
。
目
を
引
い

た
の
が
汽
笛
隊
だ
。
若
い

男
女
を
中
心
に
お
揃
い
の

衣
装
を
ま
と
い
、
音
楽
に

乗
り
整
然
と
行
進
す
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。
少
年

剣
道
団
体
で
は
小
学
生
た

ち
が
凛り

り々

し
い
表
情
で
剣

を
振
り
か
ざ
す
姿
が
壮

観
。
大
阪
商
業
大
学
高
等

学
校
デ
ザ
イ
ン
美
術
コ
ー

ス
で
は
正
に
ア
ー
ト
な
姿

で
来
場
者
の
注
目
を
集
め

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、

花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
を
本
拠
地
と

す
る
ラ
グ
ビ
ー

の
花
園
近
鉄
ラ

イ
ナ
ー
ズ
、サ
ッ

カ
ー
の
Ｆ
Ｃ
大

阪
の
選
手
も

フ
ァ
ン
の
喝
采

を
浴
び
て
い
た
。

　

場
所
を
移
し

花
園
中
央
公
園

会
場
で
は
、
花
・

は
な
ス
テ
ー
ジ

で
野
田
義
和
東

大
阪
市
長
（
68
）

ら
が
挨
拶
。
そ

の
後
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
、

チ
ア
ダ
ン
ス
な

ど
、
Ｂ
Ｇ
М
に

合
わ
せ
て
10
代
の
女
性
ダ

ン
サ
ー
が
華
や
か
に
ダ
ン

ス
を
披
露
。

　

芝
生
広
場
側
で
は
、
東

大
阪
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
レ
ス
が

興
行
公
演
、
生
駒
山
を

バ
ッ
ク
に
詰
め
か
け
た
観

客
に
笑
い
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
を
提
供
し
て

い
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
年
度
ご

と
の
特
定
の
テ
ー
マ
を
設

け
ず
、「
子
ど
も
た
ち
が

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
と
し
て
き

た
。
し
か
し
昨
年
、
一
部

で
立
ち
入
り
禁
止
区
域
へ

の
侵
入
が
見
ら
れ
た
り
、

想
定
を
超
え
る
人
出
で
会

場
の
収
容
能
力
に
課
題
が

生
じ
た
り
し
た
の
で
、「
万

が
一
の
事
態
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
今
年
は
警
備
体

制
を
含
め
運
営
全
体
を
見

直
し
た
」
と
い
う
。

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致

よ
り
も
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
や
思
い
出
作

り
を
重
視
す
る
姿
勢
は
変

わ
ら
な
い
。「
か
つ
て
祭

り
に
参
加
し
た
子
ど
も

が
、
成
長
し
て
ボ
ラ
ン

　

地
域
住
民
に
長
年
愛
さ
れ
て
い
る
「
第
46
回
東
大
阪
市
民
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
が
、
母
の
日
（
５
月
11
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年

は
来
場
者
の
安
全
確
保
を
優
先
課
題
と
し
、
前
夜
祭
を
見
送
る
決

断
を
下
し
た
。
実
行
委
員
会
の
石
井
巧
事
務
局
長
（
60
）
に
話
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
心
か
ら
楽
し
め
る
祭
り

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
」
と
、
安
全
対
策
を
一
層
強

化
し
て
臨
ん
だ
背
景
を
語
っ
た
。

（
根
岸
健
太
郎
）

八
尾
自
動
車
教
習
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
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お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和7年  介護と福祉の勉強会令和7年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

活かせるサービスや制度を知る

4月20日（日）
会員勉強会 一般向けセミナー

6 月22日（日）
5月18日（日）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!
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一
般
社
団
法
人
八
尾
市
住
宅
開
発
協
議
会
代
表
理
事
）

生きた証を一冊の本に生きた証証を一冊冊の本に
― 本は著者の分身 ―

自分史を出版しませんか
石
の
墓
標
よ
り

紙
の
墓
標

〝
私
本
〞主
義

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

第
46
回 東大阪市民ふれあい祭り 東大阪市民ふれあい祭り

開催Ｆ
Ｃ
大
阪
と
花
園
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ
の
選
手

東大阪中央ロータリークラブによる献血ブース

い
ま
つ
り
が
吉
原
公
園

（
東
大
阪
市
中
新
開
２
）

で
開
か
れ
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ

作
り
や
竹
細
工
の
工
作
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

東
大
阪
市
中
消
防
署
の
協

力
に
よ
る
出
動
＆
消
火
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
音
楽
ラ
イ

ブ
な
ど
賑
や
か
だ
っ
た
。

　

野
田
義
和
東
大
阪
市
長

も
駆
け
付
け
、
三
世
代
が

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
と
っ

て
大
切
だ
と
挨
拶
し
た
。

　

舞
台
で
は
三
世
代
が
一

緒
に
な
っ
て
踊
り
楽
し
む

シ
ー
ン
も
あ
り
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
時
間
が
流
れ

た
。

　

東
大
阪
中
央
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
芝
池
福
子

会
長
）
後
援
の
第
２
回
東

大
阪
市
民
三
世
代
ふ
れ
あ

東大阪中央ロータリークラブ後援

三世代ふれあいまつり三世代ふれあいまつり

リズムに合わせ共に踊る三世代

　
「
む
ね
き
よ
皇
一
国
政
復

帰
を
め
ざ
す
会
」
が
「
挑

戦
」
と
銘
打
っ
て
５
月
10

日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺

区
上
本
町
６
）
で
開
か
れ
、

約
１
０
０
０
人
が
集
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
、
衆
議
院

議
員
に
初
当
選
し
た
宗
清

皇
一
氏
（
54
）
＝
写
真
＝

は
経
済
産
業
省
大
臣
政
務

官
、
内
閣
府
大
臣
政
務
官

（
大
阪
・
関
西
万
博
担
当
）、

復
興
大
臣
政
務
官
、
内
閣

府
大
臣
政
務
官
（
経
済
財

政
政
策
担
当
）を
歴
任
し
、

３
期
務
め
た
。

　

昨
年
10
月
の
衆
議
院
選

挙
で
惜
敗
。

　

し
か
し
、
支
援
者
ら
の

熱
い
応
援
を
受
け
宗
清
氏

は
立
ち
上
が
り
、
捲け

ん

土ど

重ち
ょ
う

来ら
い

を
期
す
た
め
次
期

の
選
挙
に
向
け
て
活
動
し

て
い
る
。

　

師
匠
で
あ
る
故
塩
川
正

十
郎
氏
も
落
選
経
験
が
あ

り
、
宗
清
氏
は
自
分
自
身

と
重
ね
合
わ
せ
、
自
ら
奮

い
立
た
せ
復
活
へ
と
突
き

進
む
。

　

こ
の
日
は
、
小
林
鷹
之

衆
議
院
議
員
（
50
）
が
駆

け
付
け
熱
弁
を
振
る
っ

た
。
日
本
と
世
界
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
多

角
的
に
解
説
し
た
上
で
、

宗
清
氏
が
国
政
に
と
っ
て

い
か
に
大
切
な
存
在
か
を

力
説
。

　

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場

を
後
に
す
る
参
加
者
の
表

情
は
、
宗
清
氏
に
対
す
る

期
待
で
満
ち
て
い
た
。

テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
を
支

え
て
く
れ
る
。
そ
う
し
た

世
代
間
の
つ
な
が
り
こ
そ

が
祭
り
の
財
産
」
と
石
井

事
務
局
長
は
話
す
。
運
営

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
の

合
間
を
縫
っ
て
準
備
に
当

た
る
。

　

今
年
の
動
員
数
（
例
年

40
万
人
規
模
）
に
つ
い
て

は
、
昨
年
が
45
周
年
の
節

目
で
盛
大
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、「
昨
年
よ
り
は
落

ち
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
第
一
に
考
え

た
」
と
い
う
。

　

祭
り
の
未
来
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
50

周
年
を
目
指
し
、
長
く
続

く
市
民
の
祭
り
と
し
て
、

親
子
や
先
輩
後
輩
を
含
め

た
、
市
民
で
受
け
継
ぐ
祭

り
と
し
て
維
持
発
展
を
願

う
。

　

令
和
５
年
４
月
に
は
一

般
社
団
法
人
八
尾
市
住
宅

開
発
協
議
会
代
表
理
事
に

就
任
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
。

　

仕
事
の
傍
ら
、
平
成
14

年
に
入
会
し
た
八
尾
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
多

忙
の
な
か
時
間
を
作
り
奉

仕
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

公
益
社
団
法
人
近
畿
圏
不

動
産
流
通
機
構
理
事
に
そ

れ
ぞ
れ
就
任
。
同
年
７
月

に
公
益
社
団
法
人
全
国
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
連
合

会
理
事
に
就
任
。

　

平
成
４
年
７
月
に
建
設

事
業
関
係
功
労
に
よ
り
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
受

賞
。

事
に
就
任
す
る
。
同
年
６

月
に
は
社
団
法
人
全
国
宅

地
建
物
取
引
業
保
証
協
会

中
央
本
部
代
議
員
、
社
団

法
人
近
畿
圏
不
動
産
流
通

機
構
理
事
、
公
益
社
団
法

人
近
畿
地
区
不
動
産
公
正

取
引
協
議
会
委
員
、
八
尾

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
活

動
の
範
囲
は
八
尾
だ
け
で

な
く
全
国
へ
と
広
が
っ
た
。

　

平
成
26
年
５
月
に
大
阪

府
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

東
大
阪
八
尾
支
部
の
支
部

長
に
就
任
し
、
中
河
内
の

２
都
市
を
結
ん
だ
。

　

平
成
29
年
７
月
に
八
尾

市
空
家
等
対
策
協
議
会
委

員
に
就
任
し
、
八
尾
市
が

抱
え
る
最
も
重
要
で
最
も

難
し
い
問
題
の
解
決
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。

　

令
和
２
年
６
月
に
一
般

社
団
法
人
大
阪
府
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
副
会
長
、

よ
う
に
」
と
い
う
思
い
を

社
名
に
込
め
た
。
叔
父
は

悔
し
そ
う
に
歯
ぎ
し
り
し

た
が
、
神
丸
さ
ん
は
自
ら

の
城
で
水
を
得
た
魚
の
よ

う
に
営
業
を
展
開
し
、
ど

ん
ど
ん
会
社
を
大
き
く
し

た
。

　

そ
の
頃
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
は
「
ハ
ッ
ス
ル
ボ
ー

イ
」。
誰
か
ら
も
そ
う
呼

ば
れ
る
ほ
ど
、
東
奔
西
走

し
た
。

　

平
成
14
年
５
月
に
法
人

化
、
平
成
17
年
１
月
に
は

同
社
協
力
会
「
八
栄
会
」

を
発
足
。
業
界
に
も
影
響

力
を
持
ち
、
平
成
22
年
５

月
に
社
団
法
人
大
阪
府
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
の
理

す
る
叔
父
が
突
然
下
宿

に
や
っ
て
き
た
。「
う
ち

の
会
社
で
働
く
よ
う
に
」

と
半
ば
強
引
に
誘
わ
れ
、

渋
々
昼
間
は
そ
こ
へ
行
く

こ
と
に
。
叔
父
は
神
丸
さ

ん
を
跡
継
ぎ
に
し
よ
う
と

い
う
腹
積
り
だ
っ
た
が
、

あ
ま
り
の
ワ
ン
マ
ン
経
営

で
付
い
て
い
け
な
い
。

　

大
学
卒
業
後
、
叔
父
の

会
社
に
は
入
ら
ず
八
尾
市

内
の
不
動
産
会
社
へ
。
叔

父
を
見
返
そ
う
と
独
立
を

め
ざ
す
。

　

計
画
通
り
25
歳
で
独
立

を
果
た
し
た
。
昭
和
55
年

３
月
に
八
尾
市
清
水
町
で

八
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
設

立
。「
八
尾
が
栄
え
ま
す

業
後
、大
志
を
抱
き
上
阪
。

近
畿
大
学
理
工
学
部
機
械

工
学
科
（
夜
間
）
へ
進

み
、
昼
間
は
建
築
図
面
作

成
の
仕
事
を
し
な
が
ら
勉

学
に
励
む
。
ま
た
、
家
庭

教
師
や
学
習
塾
の
講
師
も

す
る
。
熱
血
先
生
で
生
徒

に
も
保
護
者
に
も
人
気
。

生
徒
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え

た
た
め
、
友
人
ら
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
。

学
生
時
代
か
ら
す
で
に
経

営
者
の
才
能
が
見
え
隠
れ

す
る
。

　

教
師
の
道
へ
進
む
た
め

教
職
課
程
を
取
り
、
夢
に

向
か
っ
て
邁ま

い
し
ん進
。
と
こ
ろ

が
４
回
生
の
と
き
、
伊
丹

市
で
不
動
産
会
社
を
経
営

　

株
式
会
社
八や

さ
か栄
ハ
ウ
ジ

ン
グ
（
八
尾
市
桜
ケ
丘
２

―
65
）
代
表
取
締
役
の
神

丸
豊
さ
ん
（
71
）
＝
写
真

＝
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し

た
。「
農
業
、
商
業
、
工

業
等
の
業
務
に
精
励
し
、

他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

技
術
や
業
績
を
有
す
る

方
」
が
対
象
。
発
令
は
４

月
29
日
。

　

神
丸
さ
ん
は
昭
和
29
年

に
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

で
生
を
享
け
る
。
家
計
を

助
け
る
た
め
、
小
学
２
年

生
か
ら
新
聞
配
達
を
始

め
、
中
学
３
年
生
ま
で
１

日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
続

け
た
。

　

地
元
の
公
立
高
校
を
卒

宗
清
皇
一
氏

１
０
０
０
人
が
集
い
熱
気
に
包
ま
れ
る

国
政
復
帰
め
ざ
す

国
政
復
帰
め
ざ
す

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役 

神
丸
豊
さ
　
　
ん

黄
綬
褒
章
を
受
章

株
式
会
社
八
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ

東大阪市民第２回
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市
立
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳

学
習
館
の
福
田
祐
美
子
学

芸
員
が
解
説
。
綱
の
主
人

で
あ
る
頼
光
に
取
材
し
た

仕
舞
「
土
蜘
蛛
」
に
続
く

舞
台
上
で
は
、
蘇
っ
た
鬼

「
茨い

ば
ら
き
ど
う
じ

木
童
子
」
と
「
髭
切

の
太
刀
」
を
振
り
か
ざ
し

挑
む
綱
に
よ
る
鬼
気
迫
る

大
立
ち
回
り
が
所
狭
し
と

展
開
さ
れ
、
能
楽
フ
ァ
ン

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い

に
し
え
の
日
本
文
化
に
初

め
て
触
れ
る
訪
日
客
ら
が

大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

（
三
谷
真
一
）

　

夫
を
見
送
る
妻
の
傍
ら
に
は
、
ま
だ
頑
是
な
い

子
が
駄
々
を
こ
ね
て
黒
い
ス
カ
ー
ト
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。
何
か
し
て
遊
び
た
い
よ
う
だ
。
無
邪
気

な
姿
が
涙
を
誘
う
。
白
髪
の
老
婆
が
孫
を
あ
や
そ

う
と
す
る
が
、
母
親
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
っ
こ

う
に
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
風
景
は
今
日
こ
こ
だ
け
で
は
な

く
、
昨
日
も
一
昨
日
も
そ
の
前
の
日
も
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
各
地
で
見
ら
れ
る
。
今
や
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

日
常
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

追
悼
式
が
終
わ
っ
た
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か

ら
改
め
て
電
話
が
鳴
る
。

　

亡
く
な
っ
た
軍
人
は
、
１
カ
月
ほ
ど
前
に
取
材

し
た
ば
か
り
の
青
年
だ
っ
た
。
戦
中
に
結
婚
し
、

先
行
き
が
不
安
な
な
か
子
ど
も
が
で
き
、
キ
ー
ウ

に
妻
子
を
残
し
て
最
前
線
で
祖
国
を
守
っ
て
い

た
。
人
付
き
合
い
が
よ
く
、
サ
ッ
カ
ー
の
上
手
い

教
師
。

　

追
悼
式
に
は
幼
馴
染
み
や
教
え
子
が
集
ま
り
、

別
れ
を
惜
し
ん
で
い

た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
好
青
年
の
話
を
し

な
が
ら
、
時
折
言
葉

を
詰
ま
ら
せ
る
。

　

胸
の
内
を
す
べ
て

吐
き
出
す
と
、
話
の

矛
先
を
ロ
シ
ア
に
向

け
た
。

　
「
プ
ー
チ
ン
は
、
永

遠
に
戦
争
を
続
け
る

つ
も
り
だ
」

　

ア
メ
リ
カ
が
提
案
す
る
停
戦
な
ど
に
、
プ
ー
チ

ン
は
乗
る
は
ず
が
な
い
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

が
停
戦
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
こ
う
と
も
、
見
向
き
も

し
な
い
。

　

ロ
シ
ア
で
は
ま
た
馬
鹿
げ
た
法
律
が
で
き
る
。

避
妊
具
の
使
用
禁
止
だ
。コ
ン
ド
ー
ム
を
使
わ
ず
、

ど
ん
ど
ん
子
ど
も
を
産
み
増
や
し
、
兵
士
を
増
産

せ
よ
と
煽あ
お
る
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
に
ま
で
出

産
を
強
要
。
堕
胎
な
ど
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。

　

子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
は
敵
視
さ
れ
る
。
モ
ス

ク
ワ
の
出
版
社
の
話
は
象
徴
的
だ
。
子
ど
も
が
い

な
く
と
も
夫
婦
仲
良
く
暮
ら
す
た
め
の
本
を
何
年

も
か
け
て
取
材
・
編
集
し
、
よ
う
や
く
印
刷
で
き

た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
な
か
出
版
す
る

こ
と
な
ど
で
き
ず
悩
ん
だ
。
結
果
、
製
本
す
る
前

に
す
べ
て
燃
や
し
、
社
長
は
プ
ー
チ
ン
に
忠
誠
を

誓
っ
た
。

　
「
本
を
焼
く
者
は
や
が
て
人
も
焼
く
よ
う
に
な

る
」
と
い
う
ハ
イ
ネ
の
言
葉
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
269

出産を強要するロシア

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

イ ベ ン ト 情 報

日　時：６月15日
　落語11時30分～ 12時30分
　懇親会13時～15時（お弁当、お酒１杯付き）
参加費：4,000円／懇親会付き8,000円
会　場：コサカノイエ泉庵

（東大阪市小阪本町１-10-10）
問合先：泉庵公式 LINE（右）

TEL 070-8350-7639
（Ryoko’s kitchen）

泉庵落語会　泉庵落語会　笑福亭鉄瓶笑福亭鉄瓶

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

3日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「日常生活がすべて会社経営に反映するって本当ですか？」
10日  大阪府倫理法人会朝礼委員長　髙谷和志氏「活力朝礼のススメ～活力朝礼による実践報告と体験～」
17日  倫理研究所名誉研究員　内田文朗氏「成功への道しるべ～倫理の学び40年を振り返って～」
24日  八尾市倫理法人会幹事　西浦克氏「倫理入会後の気づき」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23456月の予定

13日  八尾市倫理法人会専任幹事　中川大和氏「組織不適合者に倫理はジワる」
6日  大東市倫理法人会専任幹事　友成直大氏「苦難福門」

20日  名古屋市南区倫理法人会会員　冨安徳久氏「愛ある経営～与えることが未来をつくる～PartⅡ」
東大阪市倫理法人会幹事　原佑介氏27日  
東大阪市倫理法人会幹事　能瀬英氏

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46776月の予定

5日  大阪府倫理法人会市内南地区副地区長　名倉信一氏「純粋倫理を学び、実践力を高める」
12日  大阪鴻池倫理法人会幹事　木下典子氏「あ！  そう」

  大阪鴻池倫理法人会監査　豊山裕之氏「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」19日  
東大阪市倫理法人会幹事　原佑介氏「後継者倫理塾での気づきと学び」

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09686月の予定

26日  大東市倫理法人会幹事　溝口奈穂氏「寄り添う」

「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」

間
瞬
間
の
流
れ
で
あ
る

と
い
う
の
が
実
相
で

す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
人
生
を

幸
せ
に
生
き
る
た
め
の

秘
訣
は
、
人
生
に
お
け

る
瞬
間
瞬
間
の
些さ

さ
い細
な

行
為
の
成
功
に
達
成
感

や
喜
び
を
感
じ
続
け
る

こ
と
で
す
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
、

例
え
ば
、「
朝
、
定
刻

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
人

生
と
幸
せ
」
に
つ
い
て

の
話
で
す
。

　

私
た
ち
は
身
心
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
身
体
は
常
に

変
化
し
て
お
り
、
古
い

細
胞
が
新
し
い
細
胞
と

日
々
入
れ
替
わ
り
な
が

ら
「
動
的
平へ

い
こ
う衡
」
を
保

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
身

体
や
命
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
方
、
心
や

感
情
の
方
も
周
知
の
と

お
り
、
常
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
の
人
生
に
は
変

化
し
な
い
固
定
的
な
実

態
や
具
体
的
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の

は
常
に
変
化
す
る
瞬
間

の
流
れ
の
連
続
で
す
。

つ
ま
り
、
人
生
と
は
瞬

に
起
き
る
こ
と
が
で
き

た
。
や
っ
た
ー
！
」
と

達
成
感
と
喜
び
を
感
じ

ご
機
嫌

4

4

4

に
な
る
こ
と
、

「
美
味
し
い
朝
食
と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と

が
で
き
た
。嬉
し
い
！
」

と
達
成
感
と
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
、「
今
日
も

一
生
懸
命
仕
事
や
勉
強

が
で
き
た
。（
自
分
自

身
に
）お
疲
れ
さ
ん
！
」

と
達
成
感
と
安あ

ん
ど堵
感
や

解
放
感
を
感
じ
る
こ

と
、「
夜
に
好
き
な
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。
ル
ン
ル
ン
楽
し

い
！
」
と
達
成
感
と
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
な
ど

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
常

生
活
を
始
め
と
す
る
す

べ
て
の
些
細
な
行
為
が

で
き
た
こ
と
に
達
成
感

と
喜
び
を
感
じ
続
け
る

こ
と
が
幸
せ
で
充
実
し

た
人
生
を
送
る
極
意
で

す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

㉕

人
生
と
幸
せ

朝陽は堺東から

爽やか笑顔で

１人ひとりの幸せ願う

あ
さ
ひ

朝陽不動産株式会社
072-224-2345

不動産コンサルティング 不動産管理不動産仲介

営業時間：9：00~17：30
定 休 日：土曜・日曜・祝日
https://asahi.estate/

〒590-0022 堺市堺区中三国ケ丘町1-1-30

笑顔
感謝

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

14:00開演／13:15開場
16:40頃終演予定

八尾が世界に誇る わがまちオペラ かわち歌しばい

会 場 八尾市文化会館プリズムホール大ホール
８月24日㊐
全席指定・税込
Ｓ席 一般6,000円（割引4,800円）
Ａ席 一般5,000円（割引4,000円）
Ｂ席 一般3,000円（割引1,500円）
※割引は障がいのある方とその介添えの方（1名まで）と25歳以下（要証明書）
※当日300円増。 ※就学前のお子さまのご入場はご遠慮ください。

美男におわす八尾地蔵
笑うて、泣いて、これがかわちの人情オペラや

復
元
能

復
元
能

綱綱つ

な

つ

な

大
阪
・
関
西
万
博

大
阪
・
関
西
万
博

訪
日
客
ら
が
大
き
な
拍
手

訪
日
客
ら
が
大
き
な
拍
手

　

復
元
能「
綱
」

の
主
人
公
・

渡わ
た
な
べ
の辺
綱つ

な

と
は
、

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ

「
光
る
君
へ
」

で
主
人
公
ま
ひ

ろ
（
紫
式
部
）

の
永
遠
の
恋
人

と
し
て
描
か
れ

た
摂

せ
っ
し
ょ
う
政
・
藤

ふ
じ
わ
ら
の原

道み
ち
な
が長
に
仕
え

〝
朝ち

ょ
う
け家
の
守
護
〞

と
謳う

た

わ
れ
た

源み
な
も
と
の

頼よ
り
み
つ光
の
一

の
郎
党
・
源

み
な
も
と
の

綱つ
な
を
指
す
。
文

武
に
優
れ
〝
光
源
氏
の
モ

デ
ル
〞
と
持
て
囃は

や
さ
れ
る

ほ
ど
の
美
男
子
だ
っ
た
綱

は
、
現
在
の
大
阪
市
域
に

当
た
る
〝
渡わ

た
な
べ辺
津の

つ
〞
を
根

拠
地
に
活
躍
。
そ
の
子
孫

は
、
胒む

つ
る・
唱

と
な
う・
勝

す
ぐ
る・
通

か
よ
う・

了さ
と
る・
糺

た
だ
すと
い
っ
た
一
文
字

名
で
日
本
の
中
世
史
に
名

を
遺
し
て
い
る
。

　

物
語
は
平
安
時
代
中

期
。
京
の
羅
生
門
に
棲
む

鬼
の
腕
を
斬
り
落
と
し
た

綱
が
「
７
日
の
う
ち
に
鬼

が
取
り
返
し
に
来
る
」
と

の
占
い
に
従
い
、
物
忌
み

し
つ
つ
待
ち
構
え
て
い
る

と
こ
ろ
に
高
安
の
里
か
ら

伯
母
が
来
訪
。「
鬼
の
腕
が

見
た
い
」
と
せ
が
む
伯
母
。

断
り
切
れ
ず
に
唐か

ら
び
つ櫃
を
開

け
る
綱
。
刹
那
、
伯
母
は

腕
を
奪
い
逃
げ
去
る
。

　

開
場
に
先
立
ち
万
博
会

場
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ー

ジ
南
で
は
、
能
楽
師
ら
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
、
公
演
前
に
は
復

元
能
の
監
修
に
携
わ
っ
た

世
界
鬼
学
会
会
員
で
八
尾

高安能
ホームページ

茨
木
童
子
が
夢
洲
に
舞
う

渡辺綱（左）と茨木童子が鬼気迫る立ち回り
を展開

止
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
柵

が
設
置
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。

（
三
谷
真
一
）

に
対
応
す
る
た
め
に
同
駅

折
り
返
し
列
車
も
存
在
し

た
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
ま
で
は
優

等
列
車
を
退
避
し
な
い
普

通
列
車
は
２
番
・
３
番

ホ
ー
ム
で
客
扱
い
を
行

い
、
そ
の
ま
ま
布
施
駅
・

高
安
駅
ま
で
先
着
す
る
パ

タ
ー
ン
が
組
ま
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
退
避
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
停
車
列
車

の
発
着
番
線
が
１
番
・
４

番
に
統
一
さ
れ
、
２
番
・

３
番
ホ
ー
ム
の
番
線
表
示

が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校

の
生
徒
ら
が
利
用
す
る
奈

良
線
の
八
戸
ノ
里
駅
（
東

大
阪
市
小
阪
３
）
や
京
都

線
の
向

む
か
い

島じ
ま

駅
で
も
み
ら

れ
、
今
後
は
高
齢
者
や
視

覚
障
が
い
者
の
転
落
を
防

　

近
鉄
大
阪
線
布
施
駅
か

ら
３
駅
目
に
位
置
す
る
弥

刀
駅（
東
大
阪
市
友
井
３
）

は
、
上
下
本
線
に
待
避
線

を
備
え
た
地
上
島
式
ホ
ー

ム
２
面
４
線
構
造
で
、
日

中
時
間
帯
は
上
下
５
本
の

普
通
列
車
が
停
車
す
る
ほ

か
、「
ひ
の
と
り
」「
ア
ー

バ
ン
ラ
イ
ナ
ー
」
な
ど
名

阪
特
急
２
本
、「
し
ま
か

ぜ
」な
ど
阪
伊
特
急
１
本
、

急
行
３
本
、
区
間
準
急
含

む
準
急
３
本
が
通
過
し
、

か
つ
て
は
近
大
生
の
通
学

　

能
楽
「
高
安
流
」
発
祥
の
地

と
の
伝
承
に
基
づ
き
〝
や
お
発

高
安
能
未
来
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞
を
立
ち
上
げ
、
後
進
の
育

成
を
進
め
る
八
尾
市
（
大
松
桂

右
市
長
）
が
、
５
月
14
日
、
大

阪
市
此
花
区
の
夢
洲
で
開
催
中

の
大
阪
・
関
西
万
博
に
、
市
域

東
部
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
物

語
に
ま
つ
わ
る
復
元
能
「
綱つ

な
」

を
出
展
し
た
。
主
催
は
八
尾
市

お
よ
び
公
益
財
団
法
人
八
尾
市

文
化
振
興
事
業
団
。

　

市
民
ら
で
つ
く
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
高
安
能
・
カ
エ
パ

ス
協
力
の
下
、
海
風
香
る
夢
洲

の
能
舞
台
に
幽
玄
な
「
鬼
の
手

塚
伝
説
」
が
蘇

よ
み
が
え

っ
た
。

弥
刀
駅
・
八
戸
ノ
里
駅

停
車
列
車
の
発
着
番
線
を
統
一

停
車
列
車
の
発
着
番
線
を
統
一

　

近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）
で
は
、
四
半
世

紀
ぶ
り
と
な
る
普
通
車
両
「
８
Ａ
系
」
の
増

備
と
と
も
に
、
従
来
車
へ
の
転
落
防
止
幌
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
２
月
22
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
以
降
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〝
あ
る
変
化
〞
が
、

鉄
道
フ
ァ
ン
を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
出
身
の
お
笑
い
芸

人
を
起
用
し
た
啓
発
動

画
や
、
金
融
機
関
と
連
携

し
た
「
特
殊
詐
欺
マ
イ
ス

タ
ー
制
度
」
な
ど
を
創
設

し
、
被
害
抑
止
に
務
め
る

八
尾
警
察
署
（
八
尾
市
高

町
３
―
18
）
で
、
サ
ポ
ー

ト
詐
欺
を
店
頭
で
看
破

し
、
水
際
で
阻
止
し
た
コ

ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ
ら
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
事
案

は
、
４
月
11
日
午
後
、
高

額
な
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

を
購
入
し
よ
う
と
し
た
20

代
男
性
の
挙
動
に
不
審

を
感
じ
た
女
性
ス
タ
ッ
フ

が
、
決
済
を
保
留
の
上
店

長
に
報
告
。
警
察
に
通
報

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害

を
食
い
止
め
た
。　

５
月

22
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
八
尾
警
察
署
の
渡
名
喜

孝
署
長
は
「
警
察
官
に
成

り
す
ま
し
逮
捕
状
を
表
示

す
る
な
ど
詐
欺
手
法
が
巧

妙
化
す
る
な
か
で
、
コ
ン

ビ
ニ
の
店
頭
と
い
う
市
民

生
活
に
最
も
近
い
場
所
で

被
害
を
阻
止
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
謝
意
を
述
べ
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
八
尾
小
畑
町

店
（
八
尾
市
小
畑
町
４
―

１
０
６
―
１
）
の
森
本
辰

次
店
長
（
49
）
は
次
の
よ

う
に
話
し
た
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
目

配
り
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
レ
ジ
か
ら
離
れ
た
Ａ

Ｔ
М
な
ど
な
か
な
か
目
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
巡
回
中
の

警
察
官
と
連
携
を
取
り
、

お
客
さ
ん
が
相
談
し
や
す

い
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
三
谷
真
一
）

　全国で、１日当たりの詐
欺被害が総額５億円にのぼ
ると推計されるなか、イン
ターネットを閲覧中に、突
然、ウイルスに感染したか
のような画面が現れ、警告
音でユーザーの不安を煽
り、金銭を騙し取る「サポ
ート詐欺」が加速度的に増
加している。

八尾警察署八尾警察署がが感謝状感謝状

渡名喜孝署長（左）より感謝状を受け取る森本辰次店長

サポート詐欺を店頭で阻止サポート詐欺を店頭で阻止
　

八
尾
北
部
産
業
ク
ラ
ブ

（
林
秀
樹
会
長
）
の
創
立

60
周
年
祝
賀
懇
親
会
が
５

月
16
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天

王
寺
区
上
本
町
６
）
で
開

か
れ
、
会
員
お
よ
び
関
係

者
ら
約
50
人
が
集
い
祝
っ

た
。
同
ク
ラ
ブ
は
八
尾
市

内
に
あ
る
５
ク
ラ
ブ
の
う

ち
初
め
て
で
き
た
産
業
ク

ラ
ブ
で
、
地
域
産
業
活
性

化
の
牽
引
役

と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
い

る
。

　

祝
賀
懇
親

会
は
大
松
桂

右
八
尾
市
長
、
山
口
孝
満

八
尾
商
工
会
議
所
会
頭
の

挨
拶
の
後
、
久
保
登
嗣
八

　

八
尾
商
工
会
議
所
青
年

部
（
北
本
か
お
り
会
長
）

の
５
月
度
例
会
が
５
月
13

日
に
八
尾
商
工
会
議
所

（
八
尾
市
清
水
町
１
）
で

開
か
れ
、
富
士
電
子
工
業

株
式
会
社
（
八
尾
市
老
原

６
―
71
）
の
渡
邊
弘
子
社

長（
写
真
）が「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
に
よ
る
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
し
た
。

　

性
別
、
年
齢
、
国
籍
、

障
が
い
の
有
無
、

価
値
観
な
ど
多
様

化
が
進
む
社
会
に

お
い
て
、
い
か
に

人
材
を
活
か
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
し
、
価

値
創
造
に
つ
な
げ

て
い
く
か
が
重
要

だ
。

　

同
社
で
は
、
き
め
細
か

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

向
上
さ
せ
、
会
社
を
発
展

さ
せ
て
い
る
。

　

具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら

の
説
明
は
分
か
り
や
す

く
、
約
80
人
の
参
加
者
は

う
な
ず
き
な
が
ら
真
剣
な

眼
差
し
で
聞
い
て
い
た
。

ダイバーシティ経営ダイバーシティ経営によるによる
社員社員ののモチベーションモチベーションのの向上向上
富士電子工業株式会社 渡邊弘子社長が講演

　
「
ハ
ン
バ
ー
グ
と
牛
タ

ン
と
お
米
」
の
神
戸
赤
ふ

じ
が
食
い
倒
れ
の
街
、
大

阪
ミ
ナ
ミ
に
進
出
し
た
。

３
月
26
日
、
中
座
く
い
だ

お
れ
ビ
ル
店
（
大
阪
市
中

央
区
道
頓
堀
１
―
７
―

21
）
を
オ
ー
プ
ン
。

　

つ
な
ぎ
を
一
切
使
わ

ず
、
素
材
本
来
の
旨
み
を

引
き
出
し
た
神
戸
牛
１
０

０
％
の
ハ
ン
バ
ー
グ
や
、

希
少
部
位
「
タ
ン
元
」
を

使
っ
た
特
上
霜
降
り
牛
タ

ン
ス
テ
ー
キ
な
ど
が
看
板

メ
ニ
ュ
ー
の
同
店
が
、
新

メ
ニ
ュ
ー
「
神
戸
牛
す
き

焼
き
ス
テ
ー
キ
」
を
発
表

し
た
。
本
物
の
お
い
し
さ

を
味
わ
え
る
ス
テ
ー
キ
を

１
枚
７
７
７
円（
税
込
み
）

で
提
供
。
物
価
高
騰
が
進

む
な
か
、
す
さ
ま
じ
い
企

業
努
力
だ
。

　

運
営
す
る
株
式
会
社
く

り
松
（
神
戸
市
中
央
区
北

長
狭
通
２
―
５
―
10
）
の

齋
藤
隼
之
介
社
長
（
27
）

は
、「
原
価
が
８
割
を
超

え
て
も
、
と
こ
と
ん
無
駄

を
な
く
し
本
物
の
お
い
し

事業戦略を語る齋藤
隼之介社長

肉の鮮度は抜群

新メニュー発表新メニュー発表
神戸牛すき焼きステーキ １枚777円神戸牛すき焼きステーキ １枚777円

尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
賑
や
か

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

挨拶する林秀樹会長

い
も
の
を
提
供
す
る
」
と

サ
ー
ビ
ス
精
神
に
溢
れ
て

い
る
。
肉
の
お
い
し
さ
を

引
き
立
て
る
北
海
道
産
の

お
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を

毎
朝
精
米
す
る
な
ど
、
徹

底
ぶ
り
に
は
脱
帽
だ
。

18
歳
で
起
業
し
た
齋
藤

社
長
は
、
新
時
代
に
お
け

る
経
営
者
の
鑑
で
あ
る
。

２
０
２
２
年
に
赤
ふ
じ
本

店
を
オ
ー
プ
ン
。
翌
年
に

ミ
ン
ト
神
戸
店
を
出
し
、

さ
ら
に
次
の
年
に
マ
リ
ン

ピ
ア
神
戸
店
を
開
く
。
ま

さ
に
波
に
乗
っ
て
お
り
、

今
年
は
中
座
く
い
だ
お
れ

ビ
ル
店
に
加
え
、
台
湾
を

足
が
か
り
に
海
外
進
出
し

よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

創
立
60
周
年
祝
賀
懇
親
会

八
尾
北
部
産
業
ク
ラ
ブ 八尾商工会議所青年部５月度例会

神戸赤ふじ
広域

退避する高安行き（左）の隣を高速で通
過する名阪特急「ひのとり」（弥刀駅）

ホ
ー
ム
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

る
京
阪
森
小
路
駅
（
大
阪
市

旭
区
）

サポート詐欺
対策（警察庁
Webサイト）

泉庵
公式LINE


